
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援センター通信 

浦安市障がい者就労 
 

第 12 号 20２2 年 3 月 1 日発行 浦安市障がい者就労支援センター 
（浦安市ワークステーション 1F） 

住 所 279-0032 浦安市千鳥 1５-5 

ＴＥＬ 047－304－6200 

ＦＡＸ 047－304－620２ 

✉ urayasu-syurosien@roukyou.gr.jp 

開館日 月曜日～金曜日（祝日を除く） 

開館時間 午前９：００～午後５：3０ 

 

株式会社リクルートスタッフィングクラフツは、障がいのある方が 

「主役」の会社です。ご興味のある方は是非一度見学にいらしてください。 

  

  

株式会社リクルートスタッフィングクラフツからのメッセージ 

・根気強い指導の継続が、障がいがある社員の成長につながる。 

・優しい気持ちで、温かい目で障がいがある社員を見守る。 

・「覚えない」「できない」ことを責めたりあきらめるのではなく、

「どうすればできるようになるのか？」を常に考える。 

 

障がいのある方をサポートするときに、以下の３つのことを 

大切にしています。 

 

障がいのある方とのかかわりで大切にしていること 

 

リクルートスタッフィングクラフツでは「手すき紙による紙製品の製

作」と「オリジナルコーヒーの製造」を行っています。浦安事業所では酒

パックなどに使われているアルミ付き紙容器の印刷損紙を再利用し、手す

き紙によるオリジナル製品（卓上カレンダー、レターセット、メモカード

等）を製作しています。これらの製品は主に親会社の販促物として使われ

ています。 

温かみの感じられる製品製作 

株式会社リクルートスタッフィングクラフツは、2008 年 4月 1日に設立しました。当時はまだ重度知的障が

い者の働く場が多くなかったこともあり、「重度知的障がい者が主役となって働く“場”と“仕組み”を創造し、

提供し続ける」ことを目指して設立されました。現在、埼玉県に 7 カ所、千葉県に 2 カ所の事業所があり、浦安

事業所はその中の 1つです。 

2022 年 2 月 1 日現在、浦安事業所では障がいのある従業員が 41 名、障がい者をサポートする従業員が 6

名、所長 1 名の 48 名が働いています。人員構成からもわかるように、ここでの主役は「障がいのある方」で

す。障がいのある方が、自分たちの手で手すき紙の材料から製品までを作っています。そのことがここでの働き

甲斐に繋がっています。 

 

  

  

障がい者が主役となって働く“場”と“仕組み”づくり 

 暖かい日差しが感じられるようになってきました。寒さが和らぎつつありますが、油断していると体調を崩す

ことがあります。ひきつづき気をひきしめ、体調管理に気をつけましょう。 

さて、浦安市障がい者就労支援センターがある建物「浦安市ワークステーション」には、特例子会社が 2 社あ

ります。今月はそのうちの 1 つである「株式会社リクルートスタッフィングクラフツ」について掲載します。 

  

  

株式会社リクルートスタッフィング 特例子会社 

株式会社リクルートスタッフィングクラフツ 浦安事業所 主役は「障がいのある方」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス 

公共交通機関 舞浜駅南口より東京ベイシティバス２０系統千鳥線（バス乗車１０分） 

舞浜 行（千鳥循環） 千鳥西 行 クリーンセンター 行 クリーンセンター下車 徒歩７分 

※千鳥車庫行のバスはクリーンセンターバス停には停車しません。 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策について 

咳エチケットの観点から、職員はマスクを着用するようにし

ております。 

自宅で検温の上、来所をお願いいたします。 

※37.5℃以上の発熱等の風邪症状がある場合は、来所を控

えてください。 

マスクの着用と来所および退所時に、手指の消毒のご協力を 

お願いいたします。 

面談および講座の運営は、ソーシャルディスタンスを保ち実

施しております。 

支援センターまでのアクセス 

        クッション言葉で会話に“まるみ”を コミュニケーション講座 

みなさんは“クッション言葉“をご存じでしょうか？ 

クッション言葉とは、ストレートに言うと相手を不快にさせてしまう頼み事やお断りの前に用いる言葉の

ことを指します。つまりきつい言葉を受け取る相手の衝撃を、やわらかくしてくれるクッションのような存

在ということですね。 

今回はそんなクッション言葉の例をいくつか紹介します。 

 【お断りするとき】 

・「申し訳ございませんが」 

・「残念ですが」 

 

【頼み事をするとき】 

・「恐れ入りますが」 

・「お忙しいとは思いますが」 

 

【尋ねたいことがあるとき】 

・「お伺いしたいことがあるのですが」 

・「差し支えなければ」 

 

クッション言葉は自分のこころも楽にします 

 
お忙しいところすみません。 

今お時間よろしいでしょうか？  

 

大丈夫ですよ！ 

いそがしそう… 

話しかけづらい… 

たとえば上のイラストのように、会話をして

いる人たちに話しかけたいとき、あなたはど

んな気持ちになるでしょうか？「いそがしそ

う…」「話しかけづらい…」と思ったり、気持

ちがドキドキ、ソワソワしたりしませんか？ 

こんなときには、クッション言葉が役に立ち

ます。 

このような場合は「お忙しいところすみませ

ん。今お時間よろしいでしょうか？」というク

ッション言葉を使ってみましょう。このひとこ

とで会話の切り口を作ることができます。ま

た、相手の都合を確認していますので、“迷惑を

かけていないかな…”と不安な気持ちになりに

くいです。 


